
         

      

        

   

 

 

 

 

  

 

 

                     

 

 

 

 

 

 

 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年 ７月 22 日 

富 岡 保 育 園 

りす組 №３ 

クラスだより 

 お日様が顔を出しているかと思えば突然雨が降りだしたりと、不安定な天気が続いていま

すね。関東では日照不足で野菜に影響が出てきているそうです。 

 雨の日でも、子どもたちは、部屋のなかで巧技台や滑り台、はしごを組んで体全体を使っ

ての運動遊びや、積み木、ブロック、ボール、新聞紙、お絵かきなど楽しく元気に過ごして

います。それでも、お外大好きな子ども達、太陽が顔を出すと待っていましたとばかりに、

散歩に出かけたり、アンパンマンのお庭でダンゴムシやアリを見つけ喜んでいます。 

 梅雨が明けるのが待ちどおしいです。梅雨明けを待って水遊びをしたいと思っています。  

 

水分補給３つのコツ ①水やお茶を ②少しずつ ③回数多く 

 

遊んでます〇だんだんダンゴムシ〇 

大好きなダンゴムシになりきって三・三・七拍子のリズムで遊んでます 

 ①ダンゴムシ ダンゴムシ ダンゴムシったら ダンゴムシ×２ 「ギュッ！」 

  ・這い這いで進む・・・「ギュッ！」と言ったら、丸くなって止まる。 

 ②ダンゴムシ ダンゴムシ ダンゴムシったら ダンゴムシ×２ 「ゴロン！」 

  ・再び這い這いで進み「ゴロン！」と言ったら仰向けになって足をバタバタさせる。 

・熱中症に気をつけましょう 

♪うれしい・たのしい リトミック♪ 

 今年度から、リトミック・音楽指導に来てくださっている、渡辺まどか先生のリトミ

ックに参加しています。ピアノの音に合わせて体を動かして自由に表現したり、音の違

いを聞き分けて様々な道具も使いながら表現を楽しんでいます。 

 ピアノの音が鳴り始めると、興味津々じっーと見ていたかと思ったら、ピアノの音と

まどか先生の♪はじめましょう♪の声に、ピアノのそばに集まっていました。それでも

最初は様子を伺って近づこうとしなかった子も、いつの間にか自然と輪の中に入ってい

て、音楽の楽しさに魅了されていました。回を重ねるごとにスティックを使って低音の

時は床を叩き、高音の時は頭の上でステイックを叩く等、見よう見まねでしていたこと

から、音の違いだけでなく、リズムの変化もしっかり聞き分けて、ピアノの音に合わせ

てステイックを動かしていることに驚きました。それだけ耳で聴く力が高まってきてい

るということですね。次回も楽しみです。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 自我の芽生え  ～かみつき～ひっかき～ 

 子どもに自我（「わたし」「ぼく」）が生まれてくるとかみつきやひっかきが始まります。

今のリス組さんです。 

「それ、ぼくの」「ほしいな、それ」「わたし、やだ」…、こういった気持ちがあっても、

まだ言葉にはなりません。だから、かみついたり、ひっかいたりします。または、目の

前に出てきた誰かの指や顔、体に、手や口が出ることもあります。 

 これは成長発達の一つの特徴です。子どもたち全員がかみつきやひっかきをするわけ

ではありませんが、かみつきやひっかきが終わらないことも絶対にありません。誰かを

傷つけようという気持ちも、子どもには全くありません。反対に「〇〇ちゃん、すき！」

「あそぼう！」といった他者に対する興味がかみつきやひっかきのような行動として出

ることもあります。 

 私たち保育者は、子どもたちが幼いながらも言葉で気持ちを表現できるよう働きかけ

しています。ほかの子のおもちゃをとろうとし始めたら「使いたいの？「かして」って

言おうね」と伝えたり、ほかの子の顔の前に手を出したら「どうしたの？」と声をかけ

て、その子の気持ちをくみとる努力をします。けれども、時として私たちの声かけや働

きかけが間に合わない時があり、痛い思いやご心配をおかけして申し訳なく思っていま

す。 

 同じ年齢の子ども同士が生活していますので、毎日が自我のぶつかり合いです。私た

ちが“大人”で構成されている社会で生活しているように、保育園は“子ども”で構成

されている社会なのです。この“社会”の中でぶつかり合いながら、いい事・悪い事を

覚えていきます。大切な心の成長の時期だと、温かく見守っていただけると嬉しいです。 

爪が伸びている子がいます。爪のチェックもよろしくお願いします。 

 

―自我の芽生えとかみつき：かみつきからふりかえる保育ー（蒼丘書林）参照文献 

□熱は何度ですか？ 
37.5℃以上が、プールに入れない目安ですが、平熱は子どもによって違うので、ふだ
んの平熱を考慮して判断します。 

□食欲はありますか？ 
□前日、よく眠れましたか？ 
□目やにや充血はありませんか？ 

朝だけの目やには心配ないことが多いのですが、昼間も目やにや充血が見られるよう
なら、結膜炎のおそれもあります。 

□せき・鼻水は出ていませんか？ 
食欲がない、発熱などの全身症状がなければ、基本的には心配ありません。 

□皮膚に異常はありませんか？ 
傷やただれがあって乾燥していない場合は、プールは避けたほうがいいでしょう。 

 
◎気になることがあれば、お知らせください。 

 
子どもたちの大好きな水遊び 
元気に楽しくあそべるよう、 
毎朝の体調チェックをお願いし
ます。 
 

※水着はいりません 布パンツで遊びます 

・三上とうあくんと撮りました。 


